










































































































































































表 2 は，入植当初から現在までの 4 つの時点における
A 地区の居住者をまとめたものである。1948 年までに１
～26 と番号が振ってある 26 名が入植した。1972 年の農
協解散時点で居住があったのは 17 戸であった。1990 年に
も 2 戸の入れ替わりを含めて 17 戸が居住していたが，現
在居住者があるのは，1，3，4，5，6，8，10，27，28 の
9 世帯である。また現在の居住者に対する聞き取りの中で
は，1～16（7，9 を除く）および 27，28，29 の 17 世帯が，
近年まで当地区に暮らしていた家としてなじみ深く語ら
れた。
表 2 によるまとめから，次の 2 点を読み取ることがで
きる。第一に，親類縁者で誘い合って入植した者が多く，
またそのように入植した世帯の方が現在も残っている。現
在居住者がある 9 戸のうち 6 戸は出身地が一緒の 2 戸お
よび４戸であった。また 9 戸のうち６戸は親戚関係にあ
る 2 戸と 4 戸であった。すなわち 9 戸のうち 7 戸は出身
地が一緒か，もしくは親戚関係にあった。
第二に，現在，居住者がある 9 戸のうち，7 戸が，開拓
農協設立時にはすでに入植しており，そのまま跡継ぎが
残った世帯である。残り 2 戸のうち 1 戸は，上記 7 戸の
うちの 1 人の兄弟であり，後継入植で現在も居住者があ













































































































































































































秋祭りは毎年，11 月 23 日（祝）に行われている。最初は
11 月 9 日だったのが，苗木栽培が忙しい時期だというこ











































































































































当地区に入植第 3 世代が居住しているのは 2 世帯（表 2 の
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